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症例2

女性 48歳時に右乳癌に対してBt+SN施行、SN転移陽性（1/１）
でAx(Ⅱ)施行。

病理結果は IDC, t=18mm, n=1/15, HG2, ER100%, PgR20%, 
Ki67:20%。

術後TAM 10年内服した。内服開始後無月経である。

術後11年（TAM内服終了後1年 59歳）に骨転移再発と診断され
た （部位はL4のみで疼痛は認めない。BMAは使用予定）。

Dチーム：
内分泌療法＋CDK4/6阻害剤併用を勧める

Cチーム：
内分泌療法単剤を勧める

Dチーム：
内分泌療法＋CDK4/6阻害剤併用を勧める

Cチーム：
内分泌療法単剤を勧める

2018年版 乳癌診療ガイドライン NCCN Guidelines Version 3.2018
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• 日米のガイドラインでは、AI・fulvestrant・AI+CDK4/6 いず
れも推奨されている。

• では、何も以て治療を選択するか？→OS、PFS、QOL

• しかし、進行・再発ホルモン陽性HER2陰性乳癌においてはそ
もそもの予後がよく、また臨床試験におけるprimary endpoint
はPFSであることが多い。→臨床試験でOSの差を証明できたも
のは少ない。

① PFS
② QOL

① PFS  -PALOMA2

24.8month vs 14.5 months 30.5month vs 19.3 months

① PFS  -PALOMA2 サブグループ解析 ① PFS -内臓転移の有無によるCDK4/6阻害剤

Annals of Oncology 29: 669–680, 2018

① PFS   -骨転移によるCDK4/6阻害剤

Annals of Oncology 29: 669–680, 2018

① PFS  -ホルモン感受性によるCDK4/6の差異

PFS OS
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②QOL   - 有害事象の比較

Adverse events

Letrozole + Palbociclib Letrozole

grade3 garde4 grade3 grade4

Any adverse event 276 (62.2) 60 (13.5) 49 (22.1) 5 (2.3)

Neutropenia 249 (56.1) 46 (10.4) 2 (0.9) 1 (0.5)

Leukopenia 107 (24.1) 3 (0.7) 0 0

Febrile Neutropenia 8 (1.8) 0 0

Fatigue 8 (1.8) 0 1 (0.5) 0

②QOL   - QOLの比較

②QOL -骨転移の後は肝転移が多い

npj Breast Cancer (2015) 15018

骨転移の後は肝転移が多く、そのま
ま亡くなってしまうケースは多い。
肝転移

まとめ

• AI+palbocilibは、内分泌療法単剤治療に比べ、PFSの成績
がいい。

• さらに骨転移単発であれば、内分泌療法単剤に比べ、圧
倒的に長期のPFSを期待できる。

• AI+palbocilib治療のQOLについては、内分泌療法単剤に比
べてもほとんど差がない。

Dチーム：
内分泌療法＋CDK4/6阻害剤併用を勧める

Cチーム：
内分泌療法単剤を勧める

結論 最終弁論

• 骨転移のみの切除不能ホルモン陽性HER2陰性乳癌の1st 
lineとしてホルモン療法＋CDK4/6阻害剤を使用する．

• PFSのHR0.65(BOLERO2), 0.46(BOLERO3)であり，
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